





2012年 2 、 3 月に、大学構内の空間線量率が事故前後でどのように増加しているのか
を知るため、構内30地点で空間線量率（ 1 m線量、地表面線量）の測定を行った。そ
の結果、数10cm四方の地面で 5 か所のマイクロスポットが認められた。 8 年後の
2020年に再度測定を行った結果、 1 m線量は2012年の値より低下し、マイクロスポッ














































1 日目　2012年 2 月17日　正門から本部棟まで全域21地点　①～㉑













　表 1 に、測定地点、地面の特徴、 1 m線量、地表面線量を示す。Mは 3 回測定の平
均値、SDは標準偏差である。 1 m線量は0.045～0.114μSv/h、地表面線量は0.053～
0.775μSv/hの範囲であった。 1 m線量は原発事故前より高くなっていた。また、ほ
とんどの測定地点で地表面線量は 1 m線量よりも高かった。 1 m線量に対する地表面













M ±SD M ±SD
① 正門前 芝生 0.080 0.008 0.074 0.001 
② 工学部横（現在は理工学部） アスファルト 0.094 0.008 0.120 0.013 
③ 工学部と図書館の間（同） 排水溝コンクリート蓋 0.087 0.004 0.107 0.004 
④ 図書館横 アスファルト 0.086 0.004 0.110 0.005 
⑤ 池田講堂の噴水前 タイル 0.080 0.010 0.098 0.005 
⑥ B棟と時習館の間 アスファルト 0.101 0.008 0.144 0.007 
⑦ 学生ホール前 コンクリート 0.064 0.009 0.069 0.011 
⑧ ラーニング棟前 レンガ 0.075 0.007 0.096 0.003 
⑨ 栄光の道 石畳 0.088 0.007 0.121 0.003 
⑩ 本部棟前ロワン丘 石畳 0.065 0.004 0.089 0.009 
⑪ 総合体育館前 コンクリート 0.077 0.003 0.087 0.002 
⑫ 東洋哲学研究所前 アスファルト 0.081 0.005 0.091 0.004 
⑬ 学生ホール裏手紅葉の道 雑木林の土 0.054 0.005 0.053 0.002 
⑭ 国際交流センター裏（現在はBA棟）畑の土 0.045 0.006 0.056 0.001 
⑮ 短大南側の裏道 雑木林の土 0.054 0.003 0.083 0.006 
⑯ 短大正面玄関前 タイル 0.074 0.005 0.081 0.002 
⑰ 短大体育館前駐車場 排水溝の枯葉土 0.079 0.002 0.775 0.011 
⑱ 短大マリー・キュリー像前 レンガ 0.110 0.008 0.147 0.010 
⑲ 蛍桜保存会立て札前の道 排水溝の枯葉土 0.085 0.003 0.096 0.009 
⑳ 文学の池の橋の入り口 タイル 0.082 0.002 0.109 0.006 
㉑ タゴール像前 花崗岩 0.114 0.005 0.173 0.007 
㉒ 理科実験室前（現在はBA棟） 排水溝の中 0.102 0.007 0.243 0.017 
㉓ 正門からの道・S棟前 排水溝の中 0.089 0.007 0.513 0.020 
㉔ 正門からの道・短大前 排水溝の中 0.082 0.004 0.301 0.012 
㉕ 正門入り口左 コンクリート 0.088 0.014 0.126 0.005 
㉖ 短大建学の指針の碑 花崗岩 0.109 0.003 0.186 0.003 
㉗ 短大クラブハウス端 排水溝の中 0.096 0.002 0.143 0.005 
㉘ V棟と白鳥体育館の間 排水溝の枯葉土 0.091 0.007 0.506 0.004 
㉙ V棟裏手の喫煙所 コンクリート 0.098 0.010 0.095 0.012 

































































































No 測定地点 地面の特徴 領域
1 m線量 地表面線量
[µSv/h] [µSv/h]
M ±SD M ±SD
⑰ 短大体育館前駐車場 排水溝の枯葉土 Ⅳ 0.054 0.002 0.143 0.011 
㉑ タゴール像前 花崗岩 Ⅰ 0.106 0.005 0.153 0.003 
㉒ 理科実験室前（BA棟前）
排水溝の中
（植え込みの土） Ⅱ 0.103 0.006 0.087 0.005 
㉓ 正門からの道・S棟前 排水溝の中（蓋上の人工芝） Ⅲ 0.049 0.005 0.035 0.006 
㉔ 正門からの道・短大前 排水溝の中（蓋上の人工芝） Ⅱ 0.055 0.005 0.039 0.003 
㉕ 正門入り口左 コンクリート Ⅰ 0.079 0.007 0.089 0.004 
㉖ 短大建学の指針の碑 花崗岩 Ⅰ 0.075 0.004 0.117 0.006 
㉗ 短大クラブハウス端 排水溝の中 Ⅰ 0.076 0.004 0.097 0.005 
㉘ V棟と白鳥体育館の間 排水溝の枯葉土 Ⅲ 0.058 0.001 0.108 0.007 
㉙ V棟裏手の喫煙所 コンクリート Ⅰ 0.095 0.005 0.093 0.002 
（3）2012年測定との比較
　図 6 に、10地点における2020年データの2012年データとの比較を示す（上： 1 m線
量、下：地表面線量）。地点㉒の 1 m線量を除き、他の地点では 1 m線量、地表面線
量ともに2012年の値より低下した。特に、グループⅡ、Ⅲ、Ⅳの地表面線量は 4 分の




















　 1 m線量：t=2.0（n.s） 　地表面線量：t=4.5（p<.05）
地点㉖短大建学の指針の碑





































　2020年 3 月、福島県の双葉、大熊、富岡 3 町の帰還困難区域のうち、再び人が住め
るように整備する特定復興再生拠点区域（復興拠点）の一部が初の避難指示解除を迎
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Comparison of Air Dose Rates between 2012 and 2020 
in University Campus
— How the Effects of the Fukushima nuclear power plant accident 
Changed in Eight Years —
Nobukazu KIRIYAMA
 Approximately one year after the Fukushima nuclear accident, in February and March 2012, 
the air dose rate at 30 points on the campus (1m dose, ground surface dose) were measured. As 
a result, microspots (areas where the dose was locally high) were observed at 5 points. Their 
area is several tens of cm square. Eight years later, measurements were made again in 2020, 
and the air dose rate was lower than the 2012 value. At the points where the microspots were 
found, the ground surface dose at the four points was reduced to less than a quarter of the 2012 
value. However, the air dose rate didn’t reach the same level as before the accident. This fact 
can be used as a teaching material for radiation education. Now, nine years after the nuclear 
accident, efforts and education are needed to keep the accident from forgetting.
－ 350 －
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